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THE NARASHINO CHUO ROTARY CLUB WEEKLY BULLETIN 

 習志野中央ロータリークラブ週報 

 
2024-25年度 国際ロータリーのテーマ 国際ロータリー会長 ステファニー A. アーチック 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

第１７５６回 ２０２４年  １２月１２日例会   

司会：鶴岡健一会員 週報：𡈽屋晃一会員 
   

 点鐘 ＜小菅和彦会長＞  

 ロータリーソング 「我等の生業」 

 会長挨拶 ＜小菅和彦会長＞ 

皆さんこんにちは。 

本日 12 月 12 日は、「バッテリーの日」です。 

この日付は、野球のバッテリーの守備位置が数字で

「1」と「2」と表されることから。厳冬期には特に車

のバッテリー点検をしてほしいとのことからだそう

です。 

残念なお知らせがあります。花澤会員が本年１２

月末をもって退会いたします。 

さて、昨日、１２G の会長幹事会がありました。習

志野中央がホスト役として、津田沼の夜景がきれい

な居酒屋で開催しました。他クラブの会長幹事も津

田沼から見える夜景を楽しみました。 

トピックスとして、今朝 TV で報道していたこと

をお話しします。東京都庁職員が来年度＝2025 年度

から「週休 3 日制」を導入する方針を明らかにして

います。 

東京都によりますと 2025 年度からフレックスタ

イム制の制度を変更するということで、例えばこれ

まで 1 日 8 時間の勤務を 1 日 10 時間にすることで、

週休 3 日を取得することができるということです。 

既に、週休3日制を導入する自治体は増加していて、

茨城県は 2024 年 4 月、千葉県は 6 月に開始していま

す。また、群馬県前橋市では 2023 年 8 月から 9 月に

かけて試験導入したということも驚きです。 

小池知事はフレックスタイム制を庁内で浸透させ

AI による業務の効率化を進めることで、業務の連携

などの課題に対応していく姿勢を示しているとのこ

とです。 

週休２日が当たり前だと思っていたのに、どうや

ら、週休 3 日も世界的な流れとして当たり前になる

日が来るのも間違いなさそうです。変化に対応して

いかなければならないと痛感しました。 

ロータリーの話ですが、来週 12/19 はクリスマス

例会がホテルニューオータニ幕張であります。今年

最後の例会となります。多くの会員、家族の参加をお

待ち申し上げます。 

また、新年１月８日はマンハッタンでの移動例会

です。１月１６日は宮本泰介習志野市長が卓話に来

ます。次の週１月２３日は池田屋さんで夜間例会で

す。盛りだくさんのスケジュールとなっています。皆

さん風邪など引かぬよう、元気に例会に参加してく

ださい。 

 幹事報告 ＜尾﨑共紘幹事＞ 

 １．国際奉仕セミナー開催 

１月 18 日（土）12:30 から 千葉商工会議所 

２．RLI 開催 

２月 15 日（土）13:15 から 千葉商工会議所 

３．補助金管理セミナー開催 

１月 25 日（土）13:00 から TKP ガーデンシティ

千葉 

 委員会報告 

 親睦活動委員会 ＜井上大輔リーダー＞ 

12 月 19 日（木）家族同伴、RAC 合同クリスマス

例会  ホテルニューオータニ幕張 

18:30 から  バス商工会議所 17:45 出発 

会費 会員 8,000 円 家族 5,000 円 

 

 RYLA 委員会 ＜金子友之リーダー＞ 

2025 年２月 23 日～24 日にかけて、RYLA セミ

ナーが開催される予定で、当クラブからは、金子の

他習志野中央 RAC 会長の仲村拓海さん、米山奨学

生の劉宣池（リュウセンチ）さんが参加します。 

 

 ニコニコボックス 

高橋（利）会員 ドリームベースボールに参加 

例 会 日 ： 木曜日 12 時 30分  

例会会場： 習志野商工会議所会館 3F 

事 務 局 ： 千葉県習志野市津田沼 4-11-14 

会 長 小菅 和彦 

幹 事 尾﨑 共紘 
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 クラブ協議会 

 会計 ＜平澤規雄会計＞ 

上半期（７～11 月）の会計中間報告です。詳細

は、収支表をボードに貼付しておきます。収支とも

ほぼ予定通りに推移しています。 

 

 管理運営委員会 ＜高橋利幸委員長＞ 

管理運営委員会の高橋利幸です。 

小菅年度も早いもので半年が過ぎました。しか

し、出席率が上がらない現状を踏まえると、出席率

の良くない会員にもう少しアプローチをかけたり、

ZOOM での例会参加を依頼したりしていきたいと

思います。 

夜間例会参加を書面だけでは無く、LINE、電話

連絡などで使用し、出席してもらう様にしたいと

思います。路辺会議なども含めて。 

 

 会員増強・退会防止委員会＜三代川浩一委員長＞ 

クラブ協議会の上半期を振り返り、６名の委員

から報告をお待ちしております。 

小菅会長より、クリスマス例会にてご紹介の予

定の報告がありました。 

本日、花澤会員の退会が理事会で承認されまし

た。 

 

 広報・公共イメージ委員会 ＜松村洋平委員長＞ 

上半期の報告と下半期の抱負 

上半期は、HP を完成させることが出来ました。

検索しても上位には出て来ないので、トップに上

がって来るように相談している所です。 

また、下半期は次の委員長に引き継を行なって

いきたいと思います。 

 

 国際奉仕委員会 ＜平山博己リーダー＞ 

１．前半が過ぎ大した活動が出来ず残念であります。

２．不動産業も営んでいますので、県から委嘱を受け 

 外国人居住アドバイザー 

①金がなく（少なく）住む所がない外国人（特にア

ジア系）（人、物、金）に出来るだけ安いアパート

を探してあげる。ロータリーに相通じる「奉仕の理

想」です。ただ 86 歳になりますので辞退しようと

思っています。 

３．国際大会が来年６月にカナダカルガリーで開催

されます。出来るだけ多数の皆さんのご参加をお

願いします。 

 

 職業奉仕委員会 ＜荒木和幸委員長＞ 

上半期は 10 月 17 日に下水道である「鷺沼放流

幹線」の見学会を実施しました。例年の時期や時間

とは変えて昼間の例会の時間帯で実施したので不

安もありましたが、多くの方にご参加頂き、参加 

頂いた方からも良かったとお話も頂けました。 

下半期は、まず自分自身が職業倫理への理解を

深め、会員のみなさに伝えていけるよう努めて行

きます。 

 

 ロータリー財団委員会 ＜寺田良一委員長＞ 

財団委員長として上半期の活動ですが、今年行

われる EEH の活動報告をすると共に、補助金を支

給される為に必要な９月の財団セミナー、及び来

月行われる補助金管理セミナーにも出席し、次年

度に引き継いで行くようがんばります。 

 

 ローターアクト委員会 ＜井本良三リーダー＞ 

ローターアクトの活動概要 

１．習志野中央 RAC 会員 登録は７名 

２．仲村会長、活動会議に出席 

３．千葉マリン主催のクリスマス例会 

習志野中央 RAC４名参加 

４．国際ローターアクト会議出席はどうかな 

昨年は台湾、今年は韓国の予定もどうかな 

日本となる可能性大 準備したい 

５．会員増強をして行きたい 課題である 

 

 職業卓話 

 芦澤直太郎会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、習志野市でアシザワ・ファインテックとい

う機械メーカーを経営しております。主力製品は

工業用の粉砕機で、「見えないことで未来を拓く」

を旗印として、世界で最も小さいナノメートルサ

イズまで微細化できる先端技術（誰も実現したこ

とのない領域）に挑んでいます。スマートフォンの

液晶画面やリチウム電池、UV カット化粧品、有価

証券など、皆様が日頃お使いになる高付加価値の

製品の原料は、実は弊社の技術により実用化され

たものです。 

明治時代に曽祖父が東京で創業し、平成２年に

父が習志野市に移転させ、平成７年から約 30年に

わたり 4 代目の私が代表を務めております。創業

120 年の歴史は機械メーカーとして千葉県で最も

長いと聞きますが、過去を自慢したり、目先の利益 
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を追い求めたりするより、百年先の人類や地球環境

を見据えて持続可能な事業展開や従業員の育成に励

んでいることに胸を張っております。 

上記の先端技術を生み出している従業員のほとん

どが千葉県で生まれ育ち、県内の高校や大学を卒業

した人たちです。最近 20 年間で、新卒と中途合わせ

て約 200 人が入社しました。機械工業の専門知識や

高学歴がなくても、国籍・性別・年齢・障がいの有無

に関わらず、各々が個性や能力を発揮しそれを尊重

し合っています。仕事を通じて成長し、安心して健康

で長く働けて、しかも家事や子育てとの両立が図れ

る職場が、労使の協力により築かれました。 

私はこのような取り組みを自社内だけではなく、

地域や産業界の皆さんに広げたいと願い、習志野商

工会議所の会頭を務めております。また、来年度から

の新たな県教育振興基本計画の策定に向けての有識

者会議に、県内産業界から唯一の委員として参加致

しました。その経験から、多様な生徒への指導や実践

的なキャリア教育が必須な一方で、教員の負担軽減

という相反する課題があり、その解決のために、教育

を学校や自治体に任せているだけではなく、地域の

住民や企業がより積極的、継続的、組織的に支援して

いくことが肝要であることを痛感したところであり

ます。千葉で学んだ子どもたちが、いずれ千葉で働き、

千葉の未来を支えてくれることを夢見て、微力なが

ら尽くして参る所存です。 

 

 

 

 

 

 出席委員会 芦澤直太郎委員 

会員数 
当日

出席 

メーク

アップ 

出席

免除 
出席 欠席 出席率 

４７ ２６ ２ ０ ２８ １９ 59.57% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野球観戦 

12 月８日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


